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ポイント１ 需要に応じた米づくりの推進

ポイント３ 交付対象水田の見直し

ポイント２ 産地交付金の設定

産地交付金についても前年同様に設定されております。

○県の産地交付金のポイント

①加工用米（複数年契約）の単価が変更となっています。（P１２を参照）

②飼料用米（生産性向上・担い手支援）の単価が変更となっています。（Ｐ１２を参照）

③新市場開拓用米（担い手支援）の単価が変更となっています。（Ｐ１２を参照）

○市の産地交付金のポイント

② 地域計画振興作物加算の単価が変更となっています。（

① 需給調整米穀加算の飼料用米（SGS用稲）の単価が変更となっています。（

P１０を参照）

P１０を参照）

③ 交付対象水田は県設定とは異なります。

産地交付金の対象となるのは、転作水田（戦略作物裏を除く）となっています。

例：主食用米の裏作、WCS用稲の裏作で野菜を作付け、出荷しても野菜に対する産地交付金は、

交付対象外となります。

平成３０年産から主食用米の生産数量目標が廃止されていますが、令和７年産についても前年同様に

兵庫県農業活性化協議会から「主食用米の生産目安」が提示されております。

※米の直接支払交付金は平成３０年度から廃止されています。

生産数量目標は廃止されましたが、需要に応じた米生産は重要であることから前年同様に主食用米に

代わる作物として期待される新規需要米や麦、大豆、飼料作物への支援は継続されています。

単価については、飼料用米の一般品種の助成単価が引き下げられますが、それ以外は前年度と同じ設定

になっています。（P４を参照）

変更

変更

ポイント４ 基準単収の設定

飼料作物やWCS用稲に基準単収が設定されました。

自然災害等の場合を除き、収穫量が基準単収の２分の１に満たない場合、交付金が支払われませ

んので適切な栽培管理により、単収を確保してください。（詳細はP１６を参照）

変更

変更

変更

令和９年度以降、過去５年間において一度も水張りが行われていない農地については、水田活用の

直接支払交付金の交付対象外となる方針（５年水張りルール）が示されていましたが、令和７年１月

３１日、農林水産大臣が衆議院予算委員会において、５年水張りルールを見直す考えを表明しました。

なお、令和７年度・令和８年度に必要となる取組については、示されておりませんが、詳細が決ま

り次第、周知させていただきます。
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県協議会からの生産目安と令和７年産主食用米の作付計画の比較
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令和７年産主食用米の生産目安　参考情報

（単位：万トン）
年 需要量

25/26 786.6
26/27 782.5
27/28 766.2
28/29 754.0
29/30 739.6
30/元 734.6
元/2 714.4
2/3 704.0
3/4 701.5
4/5 691.1
5/6 704.9
6/7 674.0 推計値
7/8 663.0 推計値

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140
（kg） 米の消費量の推移（１人１年当たり消費量）

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

Ｒ２年産 Ｒ３年産 Ｒ４年産 Ｒ５年産 Ｒ６年産

全国の水稲作付面積の推移

水稲作付面積（千ｈａ） 主食用米作付面積（千ｈａ）

29

31

33

35

37

39

Ｒ２年産 Ｒ３年産 Ｒ４年産 Ｒ５年産 Ｒ６年産

兵庫県の水稲作付面積の推移

水稲作付面積（千ｈａ） 主食用米作付面積（千ｈａ）

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

Ｒ２年産 Ｒ３年産 Ｒ４年産 Ｒ５年産 Ｒ６年産

南あわじ市の水稲作付面積の推移

水稲作付面積（ｈａ） 主食用米作付面積（ｈａ）

11,967
13,580
11,437
11,335

全銘柄平均
兵庫県産コシヒカリ
兵庫県産キヌヒカリ
兵庫県産ヒノヒカリ

13,175
14,439
11,961
12,000

14,307
15,102
13,190
13,229

15,595
15,734
14,419
14,460

15,688
16,013
14,823
14,786

15,716
16,158
14,852
14,835

14,567
15,452
13,977
13,779

13,188
13,859
11,804
11,813

13,850
15,693
12,202
12,284

15,177
16,645
13,719
13,780

26年産 27年産 28年産 29年産 30年産 元年産 2年産 3年産 4年産 5年産
23,388
21,855
20,569
20,823

6年産

（円／60kgあたり）

令和６年産の米価については全国・兵庫県ともに前年比大幅増となっており、出荷業者と卸売業者等の間の取引価格
としては、平成３～６年産、平成１５年産以来の高価格となっています。

全国段階の在庫は、令和５年産が堅調に推移したことから、令和６年６月末の在庫量は近年では低い水準となってお
り、国が価格安定の目安としている200万トンを大きく下回っています。なお兵庫県の在庫についても、前年比減で推
移しています。
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水田活用の直接支払交付金

水田で、WCS用稲、飼料用米、米粉用米等の作物を生産する農業者に対して、交付金を
直接交付することにより、水田のフル活用を推進し、食糧自給率・自給力の向上を図ります。

備考交付単価対象作物

畑作物の直接支払交付金については個別にご相談下さい。35,000円/10a麦、大豆

自家利用計画書や飼料供給協定書等が必要です。
多年生牧草について、収穫のみを行う年は10,000円／10a35,000円/10a飼料作物

新規需要米取組計画書の提出が必要です。80,000円/10aWCS用稲（稲発酵粗飼料用稲）

契約数量の出荷が条件となります。20,000円/10a加工用米

新規需要米取組計画書の提出が必要です。
契約相手は自分で探す必要があります。数量払い飼料用米、米粉用米

① 戦略作物・・・国が単価等を設定します。

② 産地交付金・・・国から配分される資金枠の範囲で県協議会や市協議会が
助成内容（交付対象作物・取組・単価等）を設定できます。
※野菜等については、出荷したことが確認できる書類が必要です。

市段階

変更点︓「飼料用米（SGS用稲）」「地域計画振興作物加算」の単価を減額。
※「地域計画振興作物加算」は毎年交付単価を段階的に引き下げ、令和10年度において交付単価3,000円/10a

となる予定です。
※単価等については変更になる可能性があります。

備考交付単価使途
出荷確認等ができる
書類が必要です。5,000円/10a高収益作物助成（野菜、花き、果樹）

野菜については、玉葱、レタス類、白菜、キャベツ類、ブロッコリー、カリフラワーを除く）

出荷確認等ができる
書類が必要です。9,000円/10a地域特産野菜助成

（玉葱、レタス類、白菜、キャベツ類、ブロッコリー、カリフラワー）

P6を参照11,000円/10a地力増進作物と地域特産野菜の二毛作助成

P6を参照15,000円/10a担い手による地力増進作物と地域特産野菜の二毛作助成

P7を参照2,000円/10a玉葱べと病対策加算

P8～P9を参照10,000円/10aレタスビッグベイン病防除対策（太陽熱消毒・カラシナ）

P10を参照20,000円/10a米粉用米
需給調整米穀加算

P10を参照10,000円/10a飼料用米（SGS用稲）
P10を参照3,000円/10a需給調整米穀専用品種加算（米粉用米）

P10を参照23,000円/10a飼料作物の土地利用集積加算

P10を参照5,000円/10aみどり戦略導入加算

P10を参照8,000円/10a地域計画振興作物加算

P11を参照10,000円/10a耕畜連携助成
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P10を参照3,000円/10a需給調整米穀専用品種加算（米粉用米）

P10を参照23,000円/10a飼料作物の土地利用集積加算

P10を参照5,000円/10aみどり戦略導入加算

P10を参照8,000円/10a地域計画振興作物加算

P11を参照10,000円/10a耕畜連携助成

飼料用米と米粉用米の数量助成

単収

（kg/10ａ）

収収量量にに応応じじてて5555,,000000円円～～110055,,000000円円//1100aaがが交交付付さされれまますす。。

市の標準単収値である503㎏/10aの場合、80,000円/10aになります。

これを基準に＋150㎏の単収をあげると105,000円/10aとなります。

標準単収値よりも下がると80,000円/10aから単価が下がっていきます。

助成額

（万円/10ａ）

10.5万

8.0万

5.5万

503

（標準単収値）

653353

数量払いの単価（傾き）
１ｋｇ増加するごとに約167円アップします。

農産物検査又は農産物検査によらない手法（ふるい目や水分含有量率等
を明記した販売伝票などによる確認）により数量の確認を受けているこ
とが条件となっております。（別途、規定様式による数量報告書及び農
産物検査結果通知書の写し等、確認書類の提出が必要です。）

※飼料用米の一般品種について、令和７年度については標準単価7.0万円（5.5～8.5万円/10ａ）、
令和８年度においては標準単価6.5万円（5.5～7.5万円/10ａ）とする。
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○

地力増進作物と地域特産野菜による二毛作助成

上記のような取組みで、二毛作助成の対象となります。

【【【助助助成成成単単単価価価】】】：① 15,000円/10a（認定農業者、認定新規就農者）

② 11,000円/10a（上記以外の農業者）

【【【対対対象象象作作作物物物】】】：たまねぎ、レタス類、白菜、キャベツ類、ブロッコリー、カリフラワー

【【【助助助成成成要要要件件件】】】：地力増進作物作付け前または作付け後に出荷作物を作付けする。

認定農業者等が①の単価で取り組む場合は、取組面積が30a以上であること。

※高収益作物助成、地域特産野菜助成、玉葱べと病対策加算、レタスビッグベイン病防除対策加算とは重複不可。
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地力増進作物と地域特産野菜による二毛作助成

上記のような取組みで、二毛作助成の対象となります。

【【【助助助成成成単単単価価価】】】：① 15,000円/10a（認定農業者、認定新規就農者）

② 11,000円/10a（上記以外の農業者）

【【【対対対象象象作作作物物物】】】：たまねぎ、レタス類、白菜、キャベツ類、ブロッコリー、カリフラワー

【【【助助助成成成要要要件件件】】】：地力増進作物作付け前または作付け後に出荷作物を作付けする。

認定農業者等が①の単価で取り組む場合は、取組面積が30a以上であること。

※高収益作物助成、地域特産野菜助成、玉葱べと病対策加算、レタスビッグベイン病防除対策加算とは重複不可。

玉葱べと病対策加算
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水張り10 51 ﾐﾅﾐｱﾜｼﾞ　101 10 5
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2
510

○

出　たまねぎ

520

出　たまねぎ

510
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レタスビッグベイン病防除対策加算　（太陽熱消毒）
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レタスビッグベイン病防除対策加算　（太陽熱消毒）
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レタスビッグベイン病防除対策加算　（カラシナ）
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戦略作物等への加算

【【取取 組組 名名】】 ：需給調整米穀への加算

【【助助成成単単価価】】：①20,000円/10a ②10,000円/10ａ

【【対対象象作作物物】】：①米粉用米、②飼料用米（SGS用稲）

【【加加算算対対象象】】：認定農業者、認定新規就農者または、集落営農組織

【【加加算算要要件件】】：１０ａ以上の作付面積であること。
地元実需者との契約生産を行うこと。

【【取取 組組 名名】】：米粉用米専用品種加算

【【対対象象作作物物】】：米粉用米

【【助助成成単単価価】】：3,000円/10a

【【加加算算要要件件】】：専用品種である「ミズホチカラ」「笑みたわわ」等を作付けすること。

【【取取 組組 名名】】 ：飼料作物の土地利用集積加算

【【助助成成単単価価】】：23,000円/10a

【【対対象象作作物物】】：飼料作物（WCS用稲を除く）

【【加加算算対対象象】】：認定農業者、認定新規就農者または、これら担い手の集積に協力する農業者

【【加加算算要要件件】】：
以下の条件のいずれかを満たす。

○１ｈａ以上ですべての主要作業

○作業受託0.5ｈａ以上を含む1.5ｈａ以上で２つ以上の主要作業

【交付要件】

認定農業者

以下の条件のいずれかを満たす。

○作業受託2ｈａ以上を含む１０ｈａ以上で2つ以上の主要作業

○作業受託1ｈａ以上を含む５ｈａ以上で全主要作業

【交付要件】

集落営農

a 耕起・整地 b は種・育苗・移植 c 収穫 d 乾燥・調整※主要作業

【【取取 組組 名名】】 ：地域計画振興作物加算

【【助助成成単単価価】】：8,000円/10a

【【対対象象作作物物】】：地域計画に位置付けられた作物

※対象作物については限定する可能性があります。

【【加加算算対対象象】】：地域計画のうち目標地図に位置付けられた認定農業者、認定新規就農者または、
集落営農組織

【【取取 組組 名名】】 ：みどり戦略導入加算

【【助助成成単単価価】】：5,000円/10a

【【対対象象作作物物】】：認証を受けた野菜

【【加加算算対対象象】】：ひょうご安心ブランド認証取得者、エコファーマー認定者、みどり認定者

【【加加算算要要件件】】：兵庫県認証食品認証書の写し、エコファーマー認定証の写し、環境負荷低減事業
活動実施計画に係る認定通知書の写し（団体で認証を受けている場合は団体の構
成員がわかる資料）の提出
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戦略作物等への加算

【【取取 組組 名名】】 ：需給調整米穀への加算

【【助助成成単単価価】】：①20,000円/10a ②10,000円/10ａ

【【対対象象作作物物】】：①米粉用米、②飼料用米（SGS用稲）

【【加加算算対対象象】】：認定農業者、認定新規就農者または、集落営農組織

【【加加算算要要件件】】：１０ａ以上の作付面積であること。
地元実需者との契約生産を行うこと。

【【取取 組組 名名】】：米粉用米専用品種加算

【【対対象象作作物物】】：米粉用米

【【助助成成単単価価】】：3,000円/10a

【【加加算算要要件件】】：専用品種である「ミズホチカラ」「笑みたわわ」等を作付けすること。

【【取取 組組 名名】】 ：飼料作物の土地利用集積加算

【【助助成成単単価価】】：23,000円/10a

【【対対象象作作物物】】：飼料作物（WCS用稲を除く）

【【加加算算対対象象】】：認定農業者、認定新規就農者または、これら担い手の集積に協力する農業者

【【加加算算要要件件】】：
以下の条件のいずれかを満たす。

○１ｈａ以上ですべての主要作業

○作業受託0.5ｈａ以上を含む1.5ｈａ以上で２つ以上の主要作業

【交付要件】

認定農業者

以下の条件のいずれかを満たす。

○作業受託2ｈａ以上を含む１０ｈａ以上で2つ以上の主要作業

○作業受託1ｈａ以上を含む５ｈａ以上で全主要作業

【交付要件】

集落営農

a 耕起・整地 b は種・育苗・移植 c 収穫 d 乾燥・調整※主要作業

【【取取 組組 名名】】 ：地域計画振興作物加算

【【助助成成単単価価】】：8,000円/10a

【【対対象象作作物物】】：地域計画に位置付けられた作物

※対象作物については限定する可能性があります。

【【加加算算対対象象】】：地域計画のうち目標地図に位置付けられた認定農業者、認定新規就農者または、
集落営農組織

【【取取 組組 名名】】 ：みどり戦略導入加算

【【助助成成単単価価】】：5,000円/10a

【【対対象象作作物物】】：認証を受けた野菜

【【加加算算対対象象】】：ひょうご安心ブランド認証取得者、エコファーマー認定者、みどり認定者

【【加加算算要要件件】】：兵庫県認証食品認証書の写し、エコファーマー認定証の写し、環境負荷低減事業
活動実施計画に係る認定通知書の写し（団体で認証を受けている場合は団体の構
成員がわかる資料）の提出

耕畜連携助成
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令和７年産 水田活用の直接支払交付金（産地交付金） 県段階

【助成単価】 １０，０００円／10a 以内

【対象面積】 飼料用米を作付けた面積（10a以上）

【留 意 点】 県内の畜産農家、JA･全農兵庫県本部、飼料ﾒｰｶｰ等へ
出荷･販売を行う取組であること

【対 象 者】 認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者等

【対象面積】 輸出など内外の新市場の開拓を図る米を作付けた面積

【対 象 者】 認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者、農業法人等

【助成単価】 １０，０００円／10a 以内

【留 意 点】 輸出向け日本酒の原料用米は対象外（※国メニューは対象）

【対象面積】 加工用米を作付けた面積

【留 意 点】 下記に掲げる取組を１つ以上行っている必要があります。

【対 象 者】 加工用米を生産する農業者等

①種子更新を行っているもの ②県内の加工業者と契約を締結しているもの

③加工用米の作付面積が1.0※ha以上

※特定農山村・振興山村地域等の場合は、作付面積の要件は1/2とする。

④兵庫県認証食品の認証を受けているもの

【助成単価】 １０，０００円／10a 以内

【対象面積】 加工用米を作付けた面積のうち、複数年(３年以上)契約

に取組む面積

【留 意 点】 ３年以上の複数年契約の取組を対象

【対 象 者】 加工用米を生産する農業者等

【助成単価】 １５，０００円／10a 以内

現在、以下の内容で県段階の産地交付金を設定すべく調整していますが、予算の都合等
により今後、内容に変更が生じる可能性があることについて、ご留意ください。

【助成単価】 ３，０００円／10a 以内

【対 象 者】 認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者、農業法人等

【対象面積】 野菜を作付けた面積(露地：10a以上)
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令和７年産 水田活用の直接支払交付金（産地交付金） 県段階

【助成単価】 １０，０００円／10a 以内

【対象面積】 飼料用米を作付けた面積（10a以上）

【留 意 点】 県内の畜産農家、JA･全農兵庫県本部、飼料ﾒｰｶｰ等へ
出荷･販売を行う取組であること

【対 象 者】 認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者等

【対象面積】 輸出など内外の新市場の開拓を図る米を作付けた面積

【対 象 者】 認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者、農業法人等

【助成単価】 １０，０００円／10a 以内

【留 意 点】 輸出向け日本酒の原料用米は対象外（※国メニューは対象）

【対象面積】 加工用米を作付けた面積

【留 意 点】 下記に掲げる取組を１つ以上行っている必要があります。

【対 象 者】 加工用米を生産する農業者等

①種子更新を行っているもの ②県内の加工業者と契約を締結しているもの

③加工用米の作付面積が1.0※ha以上

※特定農山村・振興山村地域等の場合は、作付面積の要件は1/2とする。

④兵庫県認証食品の認証を受けているもの

【助成単価】 １０，０００円／10a 以内

【対象面積】 加工用米を作付けた面積のうち、複数年(３年以上)契約

に取組む面積

【留 意 点】 ３年以上の複数年契約の取組を対象

【対 象 者】 加工用米を生産する農業者等

【助成単価】 １５，０００円／10a 以内

現在、以下の内容で県段階の産地交付金を設定すべく調整していますが、予算の都合等
により今後、内容に変更が生じる可能性があることについて、ご留意ください。

【助成単価】 ３，０００円／10a 以内

【対 象 者】 認定農業者、集落営農組織、認定新規就農者、農業法人等

【対象面積】 野菜を作付けた面積(露地：10a以上)

【助成単価】 ２０,０００円／10a 以内 （※基幹作のみ）

【対 象 者】 そば・なたね・新市場開拓用米を生産する農業者等

【対象面積】 そば・なたね・新市場開拓用米を作付けた面積

【対象面積】 複数年（３年以上）契約により、新市場開拓用米
を作付けた面積

【対 象 者】 コメ新市場開拓等促進事業に採択された者のみ

【助成単価】 １０,０００円／10a 以内

（※R7からの３年以上の新規契約が対象、支援はR7のみ）

この資料に掲載された取組の他に、市段階で設定される産地交付金の対

象となる場合もあります。

【対象面積】 地域協議会ごとに①及び②の合計面積に対し支援

【助成単価】 ２０,０００円／10a 以内 （※基幹作のみ）

①前年度における実施面積（前年度よりも減少している

場合は当年度の実施面積）

②前年度の作付面積から増加している場合はア、イのい

ずれか小さい方の面積

ア　水稲の前年度からの減少面積

イ　地力増進作物の前年度からの拡大分
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米の収入減少緩和対策 （ナラシ対策）　



－ 15 －

米の収入減少緩和対策 （ナラシ対策）　 畑作物の直接支払交付金 （ゲタ対策）

【対象者】認定農業者、集落営農、認定新規就農者（規模要件なし）

※ 集落営農については共同販売経理を実施していること。

※ 対象作物の当年産の作付が確認でき、数量払の交付申請を行う農業者

（円/60㎏）

【数量払】生産量と品質に応じて交付

【面積払】当年産の作付面積に応じて、数量払の先払いとして交付

20,000円/10ａ

小麦の場合

諸外国との生産条件の格差により不利がある国産農産物の生産・販売を行う農業者に対し、
「標準的な生産費」と「標準的な販売価格」の差額分に相当する交付金を直接交付します。

A B C D A B C D

免税事業者向け 8,270円 7,770円 7,620円 7,560円 7,110円 6,610円 6,460円 6,400円

課税事業者向け 7,860円 7,360円 7,210円 7,150円 6,700円 6,200円 6,050円 5,990円

免税事業者向け 5,970円 5,470円 5,320円 5,260円 4,810円 4,310円 4,160円 4,100円

課税事業者向け 5,560円 5,060円 4,910円 4,850円 4,400円 3,900円 3,750円 3,690円

当相等２は又等２当相等１は又等１

パン・中華麺用品種

上記以外

品質区分（等級）

ランク

消費税負担分に対応した交付単価の設定と免税事業者の確認

〇 消費税の免税事業者・課税事業者それぞれについて別々の交付単価を設定しています。

〇 免税事業者であることを確認するために、加入申請時に、免税事業者であることを自ら
証明する仕組みとして、前々年の確定申告書を提出することとなっています。

なお、資料を提出することができない場合には、課税事業者の単価が適用されます。

【対象作物】麦（小麦、大麦、はだか麦）、大豆、そば、なたね
※ 麦芽用麦、黒大豆、種子用として生産するものは対象外
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飼料作物 ・ WCS 用稲の基準単収設定

飼料作物等にかかる見直しについて

（注意） 自然災害等による減収の場合は、理由書の提出にあわせて、対象作物や農地の被害状
況が明確に確認できる写真、適切な生産が行われていたことが分かる書類（作業日誌や
種子・肥料の購入伝票等）の提出が求められますので大切に保管をお願いします。

また、玉葱の苗床や野菜定植を目的とした、WCS用稲等の早期収穫に伴う減収は理
由となりません。

令和６年４月１日に経営所得安定対策等実施要綱が一部改正され、水田活用の直接支払交付
金にかかる飼料作物及びＷＣＳ用稲にあっては、各都道府県農業再生協議会等が基準単収を定
めることとなりました。

また、令和７年産から、自然災害等の場合を除き、基準単収と比較して明らかに収量が低い
場合（基準単収の１／２が目安）には、本交付金の交付対象とはなりません。

兵庫県における基準単収について

兵庫県農業活性化協議会において、
牧草、ソルゴー、青刈りとうもろこし
、WCS用稲の基準単収が設定されま
した。

なお、各品目とも地域農業再生協議
会等において、地域の栽培の実情に合
わせた基準単収を別に定めることも可
能としています。

右記の県基準単収については、農林
水産省の単収重量である刈り取り後の
生草（茎）重量を用いているため、水
分含量が変化した場合は、刈取時の重
量を推計し、収量（重量）としてくだ
さい。

県基準単収
（㎏/10a）

品 目

3,460牧 草

2,446ソルゴー

3,030青刈りとうもろこし

1,053WCS用稲（一般品種）

2,237WCS用稲（専用品種）

飼料作物等の収量確認について

収量に関わる書類については、ほ場ごとに区分できるよう記録し、書類は必要に応じて
提出できるよう、５年間保管してください。

《収量にかかる記録の例》
① ロールの重量×ロールの個数
② トラック１台分の重量×トラックの台数
③ バンカーサイロにつめた容積×容積密度÷原料の作付総面積×申請する作付面積
④ 放牧の場合、申請ほ場での放牧頭数×放牧日数

※各重量を測定することは実質的に困難なため、推定される重量で構いません。

○飼料作物等の兵庫県基準単収
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飼料作物 ・ WCS 用稲の基準単収設定

飼料作物等にかかる見直しについて

（注意） 自然災害等による減収の場合は、理由書の提出にあわせて、対象作物や農地の被害状
況が明確に確認できる写真、適切な生産が行われていたことが分かる書類（作業日誌や
種子・肥料の購入伝票等）の提出が求められますので大切に保管をお願いします。

また、玉葱の苗床や野菜定植を目的とした、WCS用稲等の早期収穫に伴う減収は理
由となりません。

令和６年４月１日に経営所得安定対策等実施要綱が一部改正され、水田活用の直接支払交付
金にかかる飼料作物及びＷＣＳ用稲にあっては、各都道府県農業再生協議会等が基準単収を定
めることとなりました。

また、令和７年産から、自然災害等の場合を除き、基準単収と比較して明らかに収量が低い
場合（基準単収の１／２が目安）には、本交付金の交付対象とはなりません。

兵庫県における基準単収について

兵庫県農業活性化協議会において、
牧草、ソルゴー、青刈りとうもろこし
、WCS用稲の基準単収が設定されま
した。

なお、各品目とも地域農業再生協議
会等において、地域の栽培の実情に合
わせた基準単収を別に定めることも可
能としています。

右記の県基準単収については、農林
水産省の単収重量である刈り取り後の
生草（茎）重量を用いているため、水
分含量が変化した場合は、刈取時の重
量を推計し、収量（重量）としてくだ
さい。

県基準単収
（㎏/10a）

品 目

3,460牧 草

2,446ソルゴー

3,030青刈りとうもろこし

1,053WCS用稲（一般品種）

2,237WCS用稲（専用品種）

飼料作物等の収量確認について

収量に関わる書類については、ほ場ごとに区分できるよう記録し、書類は必要に応じて
提出できるよう、５年間保管してください。

《収量にかかる記録の例》
① ロールの重量×ロールの個数
② トラック１台分の重量×トラックの台数
③ バンカーサイロにつめた容積×容積密度÷原料の作付総面積×申請する作付面積
④ 放牧の場合、申請ほ場での放牧頭数×放牧日数

※各重量を測定することは実質的に困難なため、推定される重量で構いません。

○飼料作物等の兵庫県基準単収
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5，ＷＣＳのほ場は取組計画書の提出後変更できますか？

⇒8月20日まで変更を受け付けます。ただし、以下の条件を満たす場合に限り以下の条件を満たす場合に限ります。
・6月末までに提出した取6月末までに提出した取組計画の変更である組計画の変更であること。（7月以降の新規受付は行いませ

ん。）
・6月末までに提出した取組計画における需要者との契約変更に需要者との契約変更に係る同意が得られてい係る同意が得られてい

るること。



提出時期
（予定）

対象者書類の名称

７月無畜農家で飼料作物を作付ける方飼料作物供給契約書

７月有畜農家で飼料作物を作付ける方飼料作物の自家利用計画書

12月飼料作物を作付ける方飼料作物作業日誌（赤い用紙赤い用紙）

７月左記取組者レタスビッグベイン病防除対策実施計画書（太陽熱）

６月左記取組者レタスビッグベイン病防除対策実施計画書（カラシナ）

６月
地力作物を作付け、裏作に地域特産
野菜を作付けする方

地力増進作業日誌

12月出荷野菜等がある方水田活用の交付要件報告書（出荷報告：薄緑の用紙薄緑の用紙）

６月末まで新規需要米を作付ける方新規需要米取組計画書（ＷＣＳ用稲、米粉用米等）

12月20日
まで

新規需要米を作付ける方新規需要米集出荷報告書

９月中旬該当する方耕畜連携助成の利用供給協定書

12月末まで該当する方耕畜連携助成の取組写真

10月左記に取組む有畜農家飼料作物の土地利用集積加算関係書類

12月末まで
過去3年以内に主食用米を作付け
した実績のある方

主食用水稲作付計画調査票（青い用紙青い用紙）

提出時期対象者書類の名称

４月申請者全員経営所得安定対策交付金交付申請書（青い用紙青い用紙）

４月全員令和７年度 営農計画書

４月
新規加入者

振込口座を変更したい方
経営所得安定対策交付金振込口座届出書

（１）ご提出いただく書類

（２）今後、必要に応じてご提出いただく書類等（必要に応じて該当者に発行します。）

上記以外にも別途書類が必要になる場合があります。

上記の提出時期はあくまで目安ですので、変更する場合があります。


